
な
お
、
市
と
し
て
一
応
計
画

し
て
い
る
規
格
は
つ
ぎ
の
主
お

り
で
す
。

一
、
木
造
瓦
葺
平
屋
建

一
、
一
戸
当
床
面
積
一
三
、

五
坪

一
、
敷
地
面
積
六

O
坪

っ
そ
の
他
借
入
金
、
申
込

資
格
等
詳
細
は
建
築
課
に

お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

文
教
一厚
生
委
員
会
開
催

立
木
共
進
会
開
催

全
二
十
四
日
ハ
水
V

寺
院
ハ
墓
地
V

委
員
会
開
催

全
二
十
五
日
ハ
木
〉

消
防
自
動
車
ポ
ン
プ
操
法
競

技
大
会
開
催

全
二
十
六
日
ハ
金
〉

建
設
委
員
会
開
催

全

二
十
七
日
ハ
土
V

寺
院
ハ
墓
地
〉
委
員
会
開
催
一
全
八
日
ハ
木
V

全
二
十
九
日
ハ
月
v

一
魚
津
山
払
下
処
分
費
員
会

産
業
経
済
委
員
会
開
催

一

東
京
都
建
設
局
道
路
管
理
部

国
体
に
関
す
る
協
議
会
開
催

一

長
来
市

県
中
国
農
地
部
長
等
鴨
川
用

一

建
設
省
都
市
計
画
局
係
官
等

水
等
視
察
の
た
め
来
市

一

来
市

全

三

十
日
ハ
火
〉

一

県
体
魚
津
会
場
開
始
式
挙
行

労
働
省
労
災
病
院
係
官
等
労

一
全
九
日
ハ
金
〉

災
病
院
敷
地
の
件
に
つ
き
来

一

寺
院
(
墓
地
〉
委
員
会
開
催

市

一

全
三
十
一
日

g

一ん

神

明

大

花

相

撲

V

村
木
小
学
校
地
鎮
祭
挙
行

一

建
設
委
員
会
戸
視
察
〉

一〉

日

時

八

月

二

十

七

日

ヘ

八
月
二
日
ハ
金
〉

一ハ
場
所
神
明
社
裏
照
善
寺
~

産
業
経
済
委
員
会
開
催

一ハ

境

内

V

ア
メ
リ
カ
大
使
館
か
ら
来
市

一ヘ
東
京
大
学
生
対
加
越
能
花
J

一り
形
力
士
対
抗
戦
、
消
防
団

ρ

住
宅
金
融
公
庫
鳥
井
理
事
等

・一・

来
市

一勺
対
青
年
団
対
抗
戦
そ
の
他
/

一γ

お
好
み
取
組
等
多
数
〈

全
六
日
ハ
火
V

一

臨
時
出
納
検
査
執
行

一V

勧
進
元
魚
津
市
消
防
団
J

全

七

日

ハ

水

〉

一

九

後

援

北

日

本

新

聞

社

ゾ

建
設
委
員
会
開
催

y
'
i
h
-
-
2
3
1
1
c
t
・--、，・
1
・;・
h
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市
政
日
誌

分

譲

住

宅

に

し、

て

つ

(第121号)

お

せ

し

ら

七
月
=
+
=
日
よ
り
八
月

九
日
ま
で

七
月
二
十
二
日
ハ
月
〉

農
業
委
員
会
開
催

産
業
経
済
委
員
会
開
催

総
務
委
員
会
開
催

全
二
十
三
日
ハ
火
》

当
市
が
昭
和
三
十
二
年
度
事

業
と
し
て
住
宅
金
融
公
庫
融
資

に
よ
る
文
化
住
宅
ハ
分
譲
住
宅
〉

一
五
戸
を
建
築
し
て
、
住
宅
に

お
困
り
の
皆
さ
ま
に
お
譲
り
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が

何
分
こ
の
住
宅
は
市
営
住
宅
と

違
っ
て
、
入
居
す
れ
ば
直
ち
に

自
分
の
所
有
と
な
り
、
ま
た
自

己
資
金
も
多
額
を
要
す
る
こ
JK

と
、
希
望
さ
れ
る
方
そ
れ
ぞ
れ

が
、
建
築
す
る
場
所
や
、
規
模

等
に
お
の
お
の
意
見
が
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
の
で
、
市
と
し
て

は
で
き
る
だ
け
皆
様
方
の
希
望

を
い
れ
て
計
画
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
住
宅
の

購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
=

+
=
目
ま
で
に
建
築
課
に
お
出

で
下
さ
い
。

行一発一
ロH
-

R
u
-

阿

n
-

Q
U
-

年
一

ロ
一
都
市
計
画
筆
一
定
よ
り
昭
和
二

和
一
十
九
年
度
で
魚
津
駅
〈
鉄
道
側

昭
一
村
木
地
先
を
起
点
〉
か
ら
鉄
道

に
沿
っ
て
金
屋
踏
切
手
前
ま
で

通
ず
る
延
長
四
一

O
米
、
巾
員

八
米
の
県
道
は
さ
き
に
完
成
を

見
ま
し
た
が
、
こ
の
継
続
事
業

魚

津

駅
l

西

魚

津

線

道
路
新
設
工
事
で
会
る

墓

碑

移

転

に

よ

る

霊

体

俄

安

置

所

を

旧

火

焼

場

横

火
災
復
興
都
市
計
画
事
業
に
よ
一
八
五
基
の
墓
碑
を
移
転
し
ま
し

り
宅
地
の
換
地
や
道
路
敷
地
と
一
た
。

な
る
墓
地
を
移
転
し
な
け
れ
ば
一
こ
の
墓
碑
に
牧
蔵
さ
れ
て
い
た

な
ら
な
い
の
で
、
去
る
六
月
以
一

霊
体
を
、
公
園
墓
地
に
移
転
完

来
工
事
に
着
手
し
、
現
在
ま
で
一
了
す
る
ま
で
安
置
す
る
仮
安
置

'
1
1
1
1
1
1
1
1
1・
一
所
を
、
本
江
旧
火
葬
場
横
に
設

演

閣

内

障

鷹

団

帰

一

一

置
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
所
有

一
五
町
九

O

一
五
町

0
0一
一
者
、
縁
故
者
は
御
参
詣
は
霊
体

四

、

七

五

五

、

o
o一
一
仮
安
置
所
で
さ
れ
る
よ
う
お
願

四

、

七

一

五

、

0
0

レ
l
ま
す

五

回

、

七

五

五

O
、
0
0

四
四
、
二
四
三
五
、

0
0

五
、
八

O

二、

0
0

0
、

五

三

一

、

0
0

一三

O
、
六
八
一
一
三
、

0
0

tと

で
実
施
中
で
あ
っ
た
新
金
屋
町

は
、
昨
年
大
火
災
に
み
ま
わ
れ

た
た
め
、
火
災
復
興
区
画
整
理

区
域
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
区

域
を
一
部
変
更
し
て
昭
和
三
十

一
、
二
年
度
事
業
と
し
て
鴨
川

左
岸
側
本
江
地
先
か
ら
電
鉄
魚

津
駅
手
前
ま
で
の
道
路
は
工
事

中
で
し
た
が
今
度
め
で
た
く
完

成
し
ま
し
た
。

こ
の
工
事
費
百
四
十
九
万
四
千

円
で
、
延
長
三
五
二
米
、
巾
員

八
米
で
す
。

-
』
と
'
し
の
造
林
目
標
面
積

一
町
歩
に
き
ま
る

木
を
一
本
で
も
植
え
る
と
い
う

こ
と
は
、
お
互
い
の
財
産
造
成

で
あ
り
、
国
土
緑
化
、
治
山
治

水
の
た
め
と
な
り
、
あ
ら
ゆ
る

方
面
か
ら
植
林
を
奨
励
し
て
お

り
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
御
承
知

の
よ
う
に
、
毎
年
園
、

県
が
補

助
金
を
出
し
て
皆
さ
ん
方
の
御

協
力
を
お
願
い
し
て
お
り
ま

す
。
今
年
も
次
の
と
お
り
目
標

面
積
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、

こ
の
面
積
達
成
に
一
本
で
も
植

え
る
よ
う
心
が
け
て
下
さ
い
。

=
二
年
度
地
区
別
の
実
績
と
三

二
年
度
造
林
目
標
は
下
表
の
と

お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

下上松片上天西 !地

島島倉貝方神施 |別

区

幸R

k
E入
一
匡
己
記
一
棟
を
完
成
し
ま
し
た
。
ま
た
融

水
産
倉
庫
完
成
一

-ノ『

E
J
F
r
コ
Z
一
資
事
業
と
し
て
富
山
県
鮭
鱒
漁

さ
き
に
新
漁
村
建
設
総
合
対
策

一
業
協
同
組
合
(
出
漁
船
組
合
》

事
業
と
し
て
旧
魚
津
町
区
域
が
一
の
水
産
倉
庫
が
工
費
六
百
万
円

農
林
省
の
指
定
を
受
け
、
昭
和
一
で
七
月
末
に
完
成
し
ま
し
た
。

三
十
一
年
度
助
成
事
業
と
し
て
一
〈
写
真
は
水
産
倉
庫
〉

共
同
作
業
所
四
棟
、
荷
捌
所
二
‘
妥
ぷ
警
護
対
騒
騒
臨
機
瞳
鹿
腫

パ
l

i

l

i

-

-

一泌総
際
機
幾
劉
脳
髄

第

十

三

回

国

民

体

育

大

会

に

川

剖

)

一丸投政
治
ぷ
線
機
駁
総
鯛
悩
圃
鳳
踏

は

魚

津

会

場

競

技

種

目

、

と

し

て

二

位

西

条

中

学

校

〈

氷

見

一

試
泌
氏
ぷ
同
劇
鰯
濃
襖
悩
闘
鵬
薗

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

と

ラ

グ

ビ

ー

の

一

優

勝

恵

一

次

包
綴

潮
騒
終
戦
闘
翻
圏

二
種
目
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に

一

市〉

O
教

員

の

部

一

ρ
が
ぶ
ヤ謀
総
思
網
越
脳
闘
圃
聞

な
っ
た
o
第
十
回
県
体
は
こ
の

一

二
位
氷
見
北
部
中
学
校
(
一

〈
九
日
)
高
校
体
育
館

一火
山
総
機
鱒
総
織
機
脳
圃
圃
園

準
備
を
か
ね
て
、
パ
レ

l
ポ
l
一

氷
見
市
〉

一

優
勝
高
岡
市
教
員
チ
1
ム
一川円滑
縦
綴
鱒
機
感
機
悩
圃
圃
圃
圃

ル
が
県
体
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て

一

一

二
位
黒
部
市
教
員
チ
l
ム一

、返

薄

闘

機
感
織
機
脳

圃

闘

を
免
除
す
る
特
別
水
道
取
付
の
一
去
る
八
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
o

一
O
中
学
女
子
の
部

一今
後
の
試
合
は
、
二

O
日
高
校

け
災
次

察

璽

樋

園

田

誌

社

訪

問

持

政

一

同

訪

れ

時

諮

問

興

一

〈
八
日

f小
学
校
体
育
館

一
誤

信

い

ほ

れ

一札
機

騒

騒

騒

ま
で
で
し
た
が
三
十
一
日
に
延
一
れ
成
績
は
次
の
と
お
り
、

一

(
九
日
)

一
わ
れ
る
予
定
で
す
。

蕊
総
司被
泌
総
織
機
感
機
騒
腿
輔副

期
に
な
り
ま
し
た
か
ら
申
込
希
一

O
中
学
男
子
の
部

一

経
団
小
学
校
体
育
館

一
O
ラ
グ
ビ
ー
競
技
は
東
部
中
学

霊

祭

鰍

線
機
感

騒

鑓

望
者
は
こ
の
際
申
込
み
下
さ
い
一
ハ
八
日
〉
高
校
体
育
館

一

優
勝
雄
山
中
学
校
〈
中
新
一
校
グ
ヲ
ウ

γ
ド
の
予
定
。

三

夫

懇

幾

機

感

ぎ

ー
あ
な
た
を
ね
ら
っ
て
い
ま
す
l

一
と
が
た
び
た
び
あ
り
ま
す
。

一
夏
は
婦
女
の
服
装
が
開
放
的
で
一
出
で
混
雑
す
る
場
所
で
は
v

ス

一
こ
と
に
不
良
が
納
涼
会
場
や
海

一あ
る
こ
と
や
、
納
涼
行
事
な
ど
一
リ
な
ど
の
泥
棒
が
横
行
し
、
す

楽

し

い

納

涼

行

事

な

ど

に

は

一水
浴
場
な
ど
に
の
さ
ま
つ
も
、

一
で
夜
間
外
出
の
機
会
が
多
い
こ
一
で
に
魚
津
の
漁
港
海
水
浴
場
で

一暴
行、

傷害一
て
た
か
れ
な
ど
の

一
と
な
ど
に
伴
い
、
こ
れ
を
ね
ろ
一
は
三
件
も
発
生
し
て
い
ま
す
か

事

故

が

な

い

よ

う

に

:

:

;

一粗
暴
行
為
に
出
ょ
う
と
し
ま

一
う
エ
ロ
漢
の
出
没
が
ま
げ
し
く

一ら
多
額
の
現
金
は
、
持
ち
歩
か

一

一

t
i
-

-な
い
こ
と
。
ま
た
被
害
に
か
与

な
い
か
ら
慎
む
こ
と
o

一す。

一
な
り
ま
す
。

昨
夏
の
実
伊
で
す

一ら
ぬ
よ
う
保
管
に
工
夫
し
用
心

ι
性
的
犯
罪
や
青
少
年
の
桃

一昨
年
九
月
八
日
市
内
横
枕
の
盆

一が
U
市
の
十
八
才
の
娘
さ
ん
が
一
し
ま
し
ょ
う
o

i

色
遊
ぎ
を
誘
発
す
る
よ
う

一踊
で
、

Y

と
い
う
不
良
少
年

一
勤
め
帰
り
に
ダ
ン
ス
で
遊
び
、

一

雑
と
う
事
故
の
防
且

な
ひ
わ
い
な
歌
や
ハ
ヤ
シ

一が
、
日
と
い
う
公
務
員
の
顔
面

一
夜
の
十
一

時
半
頃
家
路
へ
急
ぐ
一
納
涼
行
事
な
ど
人
出
で
混
雑
す

を
歌
わ
な
い
こ
と
。

一
に
全
治
約
八
十
日
間
に
及
ぶ
す

一あ
ま
り
、
ふ
だ
ん
通
っ
た
こ
と

一る
場
所
で
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た

ι
行
事
場
所
に
酒
類
を
出
す

一ご
い
傷
を
負
わ
し
た
暴
力
事
犯

一
の
な
い
暗
い
小
路
を
歩
い
て
い

一
こ
と
か
ら
大
き
な
事
故
を
起
し

こ
と
は
慎
し
む
こ
と
o

一も
あ
り
ま
す
か
ら
、
不
良
に
対

一
る
と
き
ダ

γ
ス
場
か
ら
あ
と
を

一が
ち
で
す
か
ら
J

な
ど
の
措
置
を
と
ら
れ
る
こ
と

一
し
て
は
言
葉
や
態
度
に
充
分
注

一
つ
け
て
来
た
エ
ロ
漢
に
突
然
お
一

ー
と
喰
通
制
限
を
必
ず
守
る
こ

給

付

れ

れ

れ

れ

掠

一は
い
れ
い
日
咋
え
な
い
よ
う

一
日

M
M
γ
見

付

h
m
M
U
一i

左
側
d
m
吋
げ
市
大
き
な
物

に
吋
か
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

一日
1
4狩
持

記

官

立

訪

日

日

付

刊

は

駐

ヂ

話

し

て

雑

と

う

す

る

所

夏
場
の
暴
力
防
犯

一
は
警
察
署
(
電
話
二
一
番
、
山

一ト
訟
は
一
勾
危
い
か
ら
注

一な
れ

M
M日
ー

ド

い

に

秩

夏
は
暑
さ
で
、
さ
さ
い
な
こ
と

一
五
一
番
〉
に
届
け
る
こ
と
で
す
一
人
ご
み
に
光
る
ス
リ
の
ま
な
一
序
あ
る
行
動
を
と
っ
て
事
故
を

か

ら

も

口

論

と

な

り

、

果

は

流

一

夜

道

を

お

ろ

う

エ

ロ

漢

に

周

一

乙

一

起

さ

な

い

よ

う

に

し

ま

し

ょ

血

沙

汰

に

ま

で

及

ん

で

い

る

こ

一

心

納

涼

会

場

、

海

水

浴

場

な

ど

人

一

ぅ

。

ハ

魚

津

警

察

岩

)

布野

「
か
み
ぐ
ら
橋
」
竣
功

漁

港

l
商

魚

海

駅

線

県

民

体

育

大

会

パ

魚

海

会

場

)

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
ひ
ら
く

広

計中中

上
猟
師
町
と
新
上
猟
師
町

を
結
ぶ
角
川
に
、
巾
三
、

三
米
、
長
さ
二
八
、
四
米

の
木
橋
の
架
設
工
事
は
こ

の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
同
地
区
の
交

通
は
非
常
に
便
利
に
な
り

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
工
事

費
は
九
十
五
万
円
。

橋
の
名
前
は
地
元
の
要
望

に
よ
り
「
か
み
ぐ
ち
ば
し

」
と
つ
け
ら
れ
た
。

〈
九
日
〉

大
町
小
学
校
体
育
館

出
町
中
学
校
(
砺
波

市

水
道
取
付
申
込
み

期
聞
を
八
月
三
十
一
日
ま
で

津

さ
き
に
上
水
道
五
周
年
記
念
事

業
と
し
て
道
路
部
分
の
工
事
費

一

終
了
し
た
o

現
場
に
は
復
興
の
槌
音
高
ら
か

一

に
基
礎
工
事
が
進
め
ら
れ
、
当

一

地
方
ま
れ
に
見
る
鉄
筋
コ
γ
ク

一
一村
木
小
学
校
の
建
築
工
事
は
、
い
て
市
長
、
議
会
議
長
、
教
育

一
リ
l
ト
三
階
建
の
校
舎
建
の
築

一
一村
木
小
学
校
建
築
現
場
に
お

一
委
員
長
、
工
事
管
理
者
、
工
事

一第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

一
一
い
て
七
月
三
十
一
日
午
前
十
時

一請
負
者
、
区
画
審
議
会
長
、
村

一

匹
一

一

木
小
学
校
長
、
全
児
童
代
表
、

一

-
一
か
ら
起
工
式
を
か
ね
て
地
鎮
祭
一

一

回
一

一P
T
A
会
長
等
多
数
の
玉
串
奉

一

-
一ふ
か
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
日
神
宮

一

一

一
一

一献
が
行
わ
れ
て
盛
会
裡
に
式
を

一

-
一
の
祝
詞
の
後
、
寺
田
市
長
に
よ

一

一
一る
「
鍬
入
れ
」
が
行
な
わ
れ
、
続

一

魚

村
木
小
学
校
の
地
鎮
祭

来
年
は
第

十
三
回
国

体
を
富
山

県
で
開
催

す
る
こ
と

に
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
を
記

念
し
躍
進

富
山
の
シ

γ
ポ
ル
に
ふ
さ

わ
し
い
富
山
県

の
マ

l
ク
(
県

章
〉
を
ひ
ろ
く

県
民
一
般
か
ら

募
集
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た

か
ら
こ
ぞ
っ
て

応
募
下
さ
い
。

応
募
規
程

「富山県のマ{ク(県章)寸
募集-----_1

(写
真
は

「
鍛
入
れ
」
を
行
う

寺
田
市
長
)

納
涼
行
事
の
自
主
的
防
犯

こ
れ
か
ら
秩
の
初
め
に
か
け
て

い
ろ
ん
な
納
涼
行
事
が
催
さ
れ

ま
す
が
、
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
暴

行
傷
害
や
性
的
犯
罪
あ
る
い
は

少
年
の
不
良
化
な
ど
と
事
故
が

毎
年
の
よ
う
に
起
っ
て
い
ま

す
。
従
っ
て
こ
れ
ら
の
行
事
を

主
催
さ
れ
る
青
年
団
、
婦
人
会

な
ど
で
は
自
主
的
に
、

ー
行
事
の
場
所
は
な
る
べ
く

見
と
お
し
の
き
く
広
い
所

で
照
明
を
つ
け
る
こ
と
。

翌
朝
遅
く
ま
で
に
わ
た
る

行
事
は
少
年
た
も
の
健
全

育
成
や
防
犯
的
に
も
よ
く

(昭和32年，月間)
第三種郵便物認可ノ

①
応
募
先

富
山
県
新
総
曲
輪
一
、
富
山

県
総
務
課
内
、
富
山
県
の
マ

ー
ク
係

ま
た
は
富
山
市
安
住
町
、
北

日
本
新
聞
社
事
業
部
内
富
山

県
の
マ
ー
ク
係

⑦
賞入

選
佳
作

①
ひ
と
目
で
躍
進
富
山
県
を
表

徴
し
、
か
つ
明
る
い
感
じ
の

す
る
も
の

①
資
格
、
応
募
点
数
は
制
限
し

な
い
が
一
枚
一
点
と
す
る

①
用
紙
は
ハ
ガ
キ
大
の
自
の
原

紙
を
用
い
、
住
所
、
氏
名
、

年
令
、
職
業
を
裏
面
に
記
入

.@
〆
切
八
月
三
十
日

①
発
表
九
月
十
日

2. 

万
円
ハ
一
点
〉

一
千
円
〈
五
点
〉



(2) 

~と

め

た

た

か

い

手
を

、1-
新
聞
紙
上
で
既
に
御
承
知
の

組
制
一
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
去
る
七

月
物
一
月
二
十
五
日
か
ら
降
り
続
い
た

制
搬
一

豪
雨
に
よ
っ
て
西
南
九
州
方
面

幻
種
一
の
被
害
は
ま
こ
と
に
甚
大
で
あ

和
三
一

昭
第
一
り
、
諌
阜
市
、
大
村
市
の
災
禍

/

1
・
は
特
に
ひ
ど
く
、
今
度
の
水
害

に
よ
る
死
者
、
行
方
不
明
者
は

約
千
人
に
も
の
ぼ
る
程
で
、

、い

か
に
被
害
が
大
き
か
っ
た
か
が

う
か
が
わ
れ
ま
す
。
全
国
各
地

で
こ
れ
ら
家
財
や
肉
親
を
失
っ

た
気
の
毒
な
羅
災
者
を
救
援
し

幸E

ょ
う
と
義
援
金
品
の
募
集
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

富
山
県
で
も
八
月
一
日
か
ら

三
十
一
日
ま
で
、
全
国
に
歩
調

を
合
せ
て
、
擢
災
者
に
対
す
る

義
援
金
品
の
募
集
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

お
気
の
毒
な
九
州
の
水
害
に

よ
る
羅
災
者
に
市
民
の
あ
た
た

か
い
救
援
の
手
を
さ
し
の
べ
ま

し
ょ
う
。

市
で
は
市
役
所
厚
生
課
で
義

援
金
品
の
受
付
を
致
し
て
お
り

予

防

注

射

を

実

施

八
月
十
九
日
か
ら
校
下
別
代

昭
和
三
十
二
年
度
定
二
二、

費

用

期
の
「
ヂ
フ
テ
リ
ア
」

一実
質
と
し
て

の
予
防
接
種
を
次
の

一
牧
し
ま
す
か
ら
持
参
下
さ
い
0

4

よ
う
に
実
施
し
ま
す

一

か
ら
該
当
者
は
も
れ
な
く
受
け

一

て
下
さ
い
。

一

な
お
別
に
個
人
あ
て
通
知
し
ま

一

せ
ん
か
ら
御
了
承
下
さ
い
。

一

一、

接
種
を
受
け
る
者

一

ω
昭
和
三
十
一
年
四
月
一
日

一

か
ら
昭
和
三
十
二
年
三
月
三

一

十
一
日
ま
で
生
れ
た
者

一

例
昭
和
三
十
三
年
度
に
小
学

一

ー
:
校
に
入
学
す
る
者

一

信
局
一
例
昭
和
三
十
二
年
度
に
小
学

一

一
校
を
卒
業
す
る
者
〈
小
学
校
h

一
長
あ
て
別
途
通
知
済
〉

一
二
、
接
種
回
数

一

ω
・該
当
者
は
三
国

制

的

該
当
者
は
一
回

広市津昭和32年 8月 15日発行

日
時
及
び
場
所

@
義
援

物

品

の

取

扱

一

寄

付

一

て

み

ま

す

と

、

植
栽

一
本
あ
た

一

義
援
物
品
の
取
扱
範
囲
主

、

一

一

り

硫

安

で

一

0
1二
O
匁
、
国

一

t

一
金
五
、

0
0
0円

一

一

寝
具
、
被
服
、
衣
料
そ
の
他
一

一形
巴
料
で
五

t
一
O
個
程
度
、

一

一

魚

津
市

医

師

会

一

目

一

生
活
必
需
品
と

す

る

。

一

一
室
芽
の
施
用
量
に
し
て
五

t
二

@
物
品
を
欄
包
〈
こ
ん
ぼ
う
〉
一
川
川
崎
崎
川
崎
崎
明
は
川
代
ド

一
O
瓦
程
度
多
く
て

一
五

土

δ
一

の
場
合
は
品
目
数
量
、
大
体
一
く
、
か
つ
林
地
の
傾
斜
が
ゆ
る

一瓦
度
程
の
施
肥
を
植
栽
後
に

こ

の
評
価
額
、
き
よ
出
者
の
住

一や
か
で
皆
伐
に
よ
る
土
壊
の
流

一
t
二
団
施
肥
し
て
い
る
よ
う
で

一

所
、
氏
名
を
別
に
書
い
て
持
一

失
が
極
め
て
少
い
条
件
の
林
業

一あ
り
ま
す
が
、
こ
の
肥
料
の
種

一

参

下

さ

い

。

一

地

帯
で
な
り
た
っ
た
め
と
考
え

一類
の
選
択
と
使
用
方
法
に
は
山

一

@
金
員
の
場
合
も
右
に
準
じ
、
一
ら
れ
ま
す
。
ま
し
て
今
日
の
林

一地
の
地
形
及
び
土
壊
は
農
耕
地

一

金
額
、
住
所
、
氏
名
を
書
い

一業
が
次
第
に
短
伐
期
施
業
に
な

一
と
大
部
違
っ
て
い
る
わ
け
で
あ

一

て

下

さ

い

。

一

り

、

皆
伐
が
た
び
た
び
行
わ
れ

一
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
林
業
上
の

一

l
i

l
i
l
i
-
-
-
-

一る
と
だ
ん
だ
ん
土
壊
が
悪
化
し

一要
求
に
か
の
う
性
質
を
も
っ
て

一

↓
不

k
p
こ
品
U

P】
止
1

一特
こ
本
県
の
よ
う
こ
地
形
が
急一

い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

一

ふ

や

」

4

l

日
月
岨
有

一

t

t

一

一

ー

ー

;

一般
で
雨
量
が
多
い
場
合
な
お
さ
一

い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

一

効

果

の

よ

い

固

形

肥

料

一
ら
そ
の
影
響
が
大
き
い
わ
け
で
一
つ
ま
り
使
用
が
容
易
で
、
し
か

一奨
さ
れ
て
お
り
主
す
の
で
、
林

近
頃
林
地
肥
培
と
い
う
こ
と
が

一
る
と
い
う
こ
と
で
す
o

一す
。

一も
余
計
な
手
数
が
か
か
ら
ず
、

一地
肥
培
普
及
奨
励
の
た
め
、
林

大
変
や
か
ま
し
く
い
わ
れ
て
お

一
こ
う
い
う
考
え
の
も
と
で
、

ず
一

こ
う
考
え
て
来
ま
す
と
広
大
な

一
用
い
て
安
全
で
成
分
の
流
失
に
一業
用
固
形
肥
料
の
斡
旋
を
行
い

り
ま
す
が
、
こ
の
林
地
肥
培
と

一
っ
と
以
前
か
ら
山
に
こ
や
し
を

一林
地
に
対
し
て
ま
で、

農
地
同

一
よ
る
損
失
が
少
く
、
そ
の
効
果

一
た
い
と
思
い
ま
ず
か
ら
、

希
望

い
う
の
は
林
地
に
も
こ
や
し
を

一
や
っ
て
お
ら
れ
る
人
も
少
く
な

一様
施
肥
を
行
う
こ
と
は
大
変
な

一も
大
き
い
と
い
う
性
質
を
も
っ

一者
は
市
役
所
農
林
謀
へ
お
申
込

や
っ
て
、
山
の
土
を
養
っ
て
や

一
い
よ
う
で
す
o

し
か
し
こ
の
効
一

こ
と
に
思
わ
れ
ま
す
が
、

皆
伐

一
た
肥
料
が
よ
い
わ
け
で
?
こ
れ

一
み
下
さ
い
。

一果
に
つ
い
て
は
ま
だ
は
っ
き
り

一後
施
肥
造
林
を
行
い
一
年
で
も

一ら
の
諸
条
件
を
よ
く
満
た
す
肥

一価
格
は
十
貫
夙
入
一

俵
九
O
O

I
l
i
-
-
-
li

l

i
-

-
-

一わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
れ

一
早
く
成
林
さ
せ
て
、

雨
に
よ
る

一料
と
し
て
「
固
形
肥
料
」
が
推

一
円
で
す
。

ー
時
聞
は
各
日
と
も
午
後

二

は
こ
や
し
を
や
っ
た
こ
と
に
よ

一土
壌
の
侵
蝕
流
失
の
害
を
で
き

一

1

1

1

1

1

1

1

1

1
1

r

i
l
ll

i

l

i

-
-
-

時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三

っ

て
生
長
が
確
か
に
よ
く
て
も

一
る
だ
け
少
く
す
る
こ
と
は
、
放

一

案

舎

や

崖

吻

ま

で
、
但
し
坪
野
分
校
下
、

由

一経
済
的
に
果
し
て
得
で
あ
っ
た
一
置
す
れ
ば
減
退
す
る
地
力
を
維一

5
3
4
1
4
1

倉
校
下
は
午
前
九
時
か
ら
午

一
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

一持
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ

一

届

出

を

L
て
か
ら

前
十
一
時
ま
で

一昔
か
ら
一

般
に
林
地
に
対
し
て

一
て
、
こ
れ
は
直
接
私
共
が
目
で

一

-

n
L

注
射
を
受
け
る
も
の
は
校

一
ま
特
に
肥
料
を
施
す
必
要
は
な

一認
め
る
こ
と
も
出
来
ず、

金
で
一
各
種
の
会
合
を
や
っ
た
り、

一
の
見
地
か
ら
条
例
で
制
定
さ
れ

下
に
よ
ら
ず
と
と
も
都
合
の

一
い
と
考
え
ら
れ
て
来
ま
し
た
o

一
換
算
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
た

一
催
物
を
開
催
す
る
と
き
に
は
火

一
て、

常
設
興
行
以
外
は
す
べ
て

良
い
所
で
受
け
て
も
よ
い
。

一
し
か
し
こ
の
施
肥
無
用
論
は、

一
め
と
か
く
軽
視
さ
れ
が
ち
で
あ

一

際

割

前

聞

は
話

れ

れん
と

持

村
山
部
付
い

に

は

肘

&
け
州
市

ι者
は
第
三
回
に
受

一天
然
林
が
豊
富
で、

木
材
の
需

一り
ま
す
が
、

非
常
に
重
要
な
問

一
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
o

一も
ち
ろ
ん
、

選
挙
の
場
合
の
政

一給
関
係
に
余
裕
が
あ
っ
て
森
林

一題
で
あ
る
と
思
い

ま

す

。

一

こ

れ

は

屋
内
で
も
屋
外
で
も

一談
演
説
会
で
も
、
婦
人
会
の
会

が
正
し
く
取
扱
わ
れ
、

落
葉
や
一
そ
こ
で
最
近
林
地
肥
培
と
い
わ
一

関
係
な
く
、

人
の
集
る
所
、
必

一合
で
も
す
べ
て
届
出
て
し
な
け

雑
草
が
採
取
さ
れ
る
こ
と
も
な

十
れ
て
い
る
も
の
の
内
容
を
調
べ
一
ず
火
の
気
が
あ
り
、
火
災
予
防

一
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
o

1
1
1
1
11
1
1

1
1
1

1
1

1

1
1
1
1
l
l
i
--

-

-
「
l
l
1
11
1
1
1
11

1

一

届
出
事
項
は

つ
ぎ
の
通
り
で

'

;

，

・

・

:
-
L
I
-
-

一正
副
二
通
を
使
用
の
三
日
前
ま

一

口

実

建

築

参

腕

と

子

方

度

障

石

に
出
し
て
下
さ

ふ
荊

4
4
n叫

V
E
H川

J

三
日
除
叫

-J
B
わ
や
ま

zl

~な
お
様
式
は
消
防
署
へ
お
い

一
で
に
な
れ
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